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コロナ禍における生涯学習の現状と今後の可能性
～ 2020年度の社会と生涯学習の動きを追って ～

川口 一美

１．はじめに
2019 年 12 月末に中国で新型ウイルスが最初に発生して

以降，2020 年，未曽有の状況が私たちを取り巻いた。それ

は，新型コロナ感染症である。2020 年４月までに 193 の

国・地域で計 220 万を超える感染者数が確認された。（世界

保健機関：WHO）。そしてその後もこの新型コロナ感染症

（新型コロナウイルス（SARS-CoV2）はとどまるところを

知らず，第一波，第二波，第三波と大きなうねりとなって

いる。この感染症が日本にも 2020 年度の始まり４月 16 日

には，緊急事態宣言が全国に発出された。このような状況

の中で私たちの日常は様変わりし，もちろん生涯学習につ

いてもこれまでと同じような状況での活動は中止を余儀な

くされた。とりわけ，このコロナは，自分が外に出ること

で，感染するかもしれないし，知らないうちにほかのだれ

かに感染させるかもしれないという，戦う相手がよくわか

らない状況だったからこそ，私たちの危機意識は強く，も

ちろん，この感染症への啓発の中で，三密を避けることが

何より重要であるとされていたことからも日々の日常をも

大きく変えることとなった。外出を控え，三密（密集，密

閉，密接）を控えること，ステイホームを合言葉に日々の

生活を行う日々が１か月半続いた。その間，普段の生活で

すらままならない状況の中，生涯学習についても多くの機

会が中止もしくは延期となった。

これまで公民館活動を活発にしていた人々も公民館に通

うことを見送ったり，地域での活動，仲間との交流をへら

していた。これによりコロナにかからずとも，心身の状態

に影響が出るような人もいた。

生涯学習はつどい，学び，むすぶ，つなげる（つながる）

ことが重要な機会であるが，これが一時的に中断，希薄に

なった。

とりわけ，高齢者の感染，また重症化が高いとされた初

期の状況においては，いち早く，多くの生涯学習の場で中

止を打ち出した。また，中止にしないとしても，生涯学習

の拠点に集まって学習するこれまでのスタイルは，人との

やり取りを介し，１つの場に集まって学習をすることで，

密になりやすい。また，高齢者を対象とする講座は，なか

なか講座を実施するとしても，参加者自体が見送ることも

多かった。また，地域において生涯学習の実践をすること

も活動の場の状況と実践内容からも難しい状況であった。

これまでの生涯学習の場面において主流だった対面での

学習や講演，対面での実践が一時的に難しくなった。だが

このコロナでずっと停滞していたわけではない。半面オン

ラインの講座や動画配信等でできる学びについては，これ

まで通りもしくはこれまで以上の学習者をもたらした。

Stay home のおうち時間で新しい学習を始めたり，昨今の

動画配信プラットフォームが身近になっていること，学習

を始めるきっかけとなるような，市町村等の金銭的なサ

ポートなどが呼び水となり，自宅で１人でできる学びは，

　2020 年度生涯学習についてはコロナに振り回された 1年間であったといえる。ただこ

のコロナ禍においても生涯学習は，初期は学習プログラムの中止や延期等余儀なくされた

が，学びを止めない工夫をして，新たな展開が急速に進んだ。それはオンラインでの学習，

ICTの活用が急速に生涯学習に入り込み，学習者のすそ野を広げ，学びの方法を結果的

に増やした。今後の課題としては，リアルな活動とその継続をいかにするか，またこのコ

ロナ禍で学習を始めた人への継続的なサポート（学習の機会だけでなく仲間を増やし，実

践等へ結び付けていく）が必要であるといえる。また，生涯学習の機会は現在 ICT環境

やハードの社会資源の状況によっても左右されている。よって，生涯学習を進める提供側

は各々の環境やハードを活用し，より積極的な関わりのアウトリーチや多くのプログラム

の交通整理等の学びのプラットフォームとしての役割を意識する必要がある。
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これまで生涯学習と接点のなかった学習者への扉を開い

た。ここでこれまでの学習と異なったのは参加の方法がえ

らべるという新しい形が示されたことだろう。

たとえば画面（カメラ）ON，マイク ON や声（マイク）

だけ ON や声も顔も OFF で参加などがそれである。

また，オンタイム，オンデマンドなどえらべるのも今ま

でよりも選択肢と機会をふやした。

各自の時間を使った生涯学習というきっかけが急速に広

がり，進んだ側面（新規学習者や対面以外の学習の機会，

感染予防対策などの対応）もあり，それらは今後も活用で

きることである。本稿では，この１年のコロナ禍で私たち

の学びや活動がどのような状況だったのかを考えてみた

い。良かったことと今後の課題を今後の為にも記録し，ま

た，今後に活かしていきたいと考える。

現在の日本社会の変容と 2040 年にかけての今後の 20 年

間の変化の見通しを踏まえ，日本の社会も生涯学習の形も

方向性が変化し，新たなステージに入っているといえる。

今回の新型コロナウイルス感染症の影響や人生 100 年時代

のまさに全国民の総生涯学習元年であるといえよう。

ひとたび社会に目を向けても，これまでの不景気に始ま

り新型コロナ，少子高齢社会のひずみである，労働市場の

担い手不足・人口減少での社会の脆弱化の克服に向けての

対応が求められている。それに対し私たちは，新たなつな

がり・支え合い，生活を支えるシステムを我が事・丸ごと

として考えるようになった。そのためには自分たちの地域

の事を自分たちの手で実践する必要があり，そのためには

生涯学習での学びや取り組みが必要不可欠となってきたの

だ。

昨今の少子高齢社会の中で，とりわけ平成 30 年間で，家

族の形はより変化した。例えば，三世代世帯が約４割から

約１割に減少するなどである。また高齢化と寿命の伸びで

増えた高齢者世帯では，「日頃のちょっとした手助けが得ら

れない」や「介護や看病で頼れる人がいない」など，生活

の支えが無く困っている状況である。高齢者世帯は過去 25

年間で 3.5 倍増加し，今後今後 25 年間で 1.5 倍に増える見

込みといわれている。

家族内での扶養が難しい現在，「地縁，血縁，社縁」だけ

でなく，ボランティア等の 「新たな縁」や，地域の中の事

柄を「我が事・まるごと」として，支え合いながら暮らす

「地域共生社会」への方向の打ち出しとその構築が始まっ

た。人口減少による昔ながらの地域や家族は縮小がおきて

いる。だが，その中で，新たなつながり・支え合いを増や

すことが今後の社会を維持するカギとなる。

またこのコロナ禍でのデジタル・トランスフォーメー

ション（DX）への対応（それ以前のハード等の環境整備，

対応，使用できる人の部分の教育）が急務となったのだ。

２．コロナがもたらした生涯学習の変化
2020 年度，新型コロナウイルス感染症が，生涯学習にも

大きな影響を与えた。初期はこれらの活動の中止を余儀な

くされたが，徐々に生涯学習の学びや活動を止めないこと

が打ち出され，いろいろな模索の中活動が再開された。ま

た，その中から学びの新たな可能性も生まれ，また新たな

形が示された。2020 年の 12 月には，209,980 人が新型コロ

ナウイルス感染症と診断され，人口の約 0.2％に相当する状

態となった。毎日のように感染者数が増え，その曜日最高

や過去最高の感染者数をたたき出している。

今後の 2021 年以降の第３波や，緊急事態宣言，またコロ

ナ以降の新たなパンデミック等を念頭に置き，ポストコロ

ナ時代の生涯学習をカスタマイズする必要がある。新しい

時代の生涯学習においては，まずいつでもどこでも学べる

こと，またいつでもその学びの中に希望する人が入れるこ

とが大切であると考える。今回のコロナ禍のステイホーム

中，多くの人々が新たな学びや活動を始めた。それは，す

べての人が自分らしく活躍し続けられる社会，安心して暮

らすことのできる社会の１つの側面であるといえる。どん

な時でも誰ひとり取り残されることなく生きがいを感じる

ことができる，このことは，今回のコロナ禍対応を通じ，

改めて感じた事である。

特にこのコロナ禍では ICT のテクノロジーを活用しつ

つ学ぶ，関わるということが飛躍的に広がった。そのこと

でオンラインにつなぐことができれば，学習や仲間とつな

がることができるという状況を一気に推し進めた。これに

より，生涯学習に若い年齢層やこれまで生涯学習の意欲は

あってもなかなか結び付いていたなった労働者層も取り組

みやすく，また始めるきっかけとなった。ただ，この機会

は高齢者にとっては自分がその機会を受け入れ，使えるも

のや状況があるかということで大きく左右された。これま

で生涯学習の対面で，知っている人とのかかわりを中心に

学習をするというアナログな形はこの状況下ではなかなか

実施が難しかった。そこに今後の私たちの課題も見えた。

その部分を繋ぐプラットフォームや場の提供，あるいは

ITC 活用のスキルの伝達や提供を繋ぐこともすべての年代

の学びを止めないための喫緊の課題である。

例えば高齢者に関して言えば，前回の国勢調査からもイ

ンターネットを活用し買い物をする等ネットの活用が増え
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ていることが報告されている。またメールや NEWS 天気な

どの情報収集等にも多くが活用していた。ただ，このコロ

ナ禍の SNS やオンライン会議，動画配信等の視聴や投稿に

ついてはほかの年代層よりははやり活用が遅れている。

よって，今後の次のステップであるといえる。ただ，現在

の高齢者予備軍の年代層は SNS 等を活用し，動画投稿，共

有サイト等をよく利用している。仕事でオンライン会議等

を活用している層も多い。よって，このコロナ禍によって，

今後はいろいろな年代層のネット，IT等の活用スキルはup

することになるだろう。

一人ひとりが自分らしく，より豊かな人生を送ることの

できる持続可能な社会づくりを進めるためには，ICT のテ

クノロジーもまた新たな大事なアイテムである 2015 年９

月の国連サミットにおいて採択された，「持続可能な開発目

標」（SDGs）では，地球上の「誰一人として取り残さない

（leave no one behind）」がテーマとして掲げられ，持続可

能な世界を実現するための国際目標が定められている。新

型コロナウイルス感染症の拡大によってすそ野が広がる

チャンスでもあるといえよう。

また，それを受け，このコロナ禍の生涯学習を止めない

ためユネスコが，世界の生涯学習を WEB で紹介し，持続

可能な学びのための実際をセミナー形式で 2020 年７月か

ら始めた。世界各国とつなぎ，また国々の生涯学習都市の

実践を世界に示すことで，この禍の中でも学習が続けられ

るということを示した。

国内においても様々な取り組み報告が見受けられる。こ

の報告から，実践の工夫を学び，また，できることを考え

発信しながら今後の新しい生活下での生涯学習は模索され

ている。

研究の部分においてもコロナ禍における学習の意味を問

うもの，ポストコロナの生涯学習の方向性（オンラインの

プラットフォームの活用等を述べたもの）が散見される。

このコロナ禍は家に居ながらにして学校でも家庭でもな

い第三の居場所を確保することができるチャンスでもあっ

た。それは，オンラインによる生涯学習の機会や居場所づ

くり，またその関わりを通してこの状況下直接の対面では

難しいがアウトリーチのきっかけとなった。また，単に生

涯教育，生涯学習というだけでなく，福祉的な側面，生涯

学習等の情報発信で貧困層や孤立・孤独な人とのコミュニ

ケーションが生まれる場面を多く紡ぎだした。生涯学習は

コロナ禍において学習者を無意識の実践者や実行に移す

きっかけとなることもみえた。支援が届きにくい家庭に対

して支援を届けていく取組などがそれである。

３．コロナ禍の生涯学習の種類と内容
このコロナに翻弄された 2020 年，私たちの生涯学習は中

止や延期を余儀なくされた。その間新型コロナウイルスの

影響を受け，活動の延期や中止また実践活動をしている事

業の収入の減少や機会の減少も起きた。コロナ禍の状況が

長く，講座や活動が延期，中止の形で長引き，学習者の士

気の低下や資金の困窮や，活動の継続困難となったところ

もあった。学校等のように会議等のオンライン化は当初あ

まり進まず，オンライン化に向けてのハード面とその環境

を整える対応のサポート，ハードの環境整備（金銭面）等

が必要であることが見て取れた。オンライン機器を含む場

所の確保，情報提供も含めた支援が今後も引き続き必要で

ある。

学習の機会が失われたこれまでの対面での学びは，少人

数や感染予防というリスク管理を徹底して行う対面開催，

その時，その場所にいなくてもしかも繰り返し必要な部分

を確認でき，編集もできる，ネットでのオンラインでの講

演，ハイブリットでの対面，オンラインの同時開催などと

いうような新たな技術やスキルに進化を遂げた。

このコロナ禍における生涯学習の種類は大きく分けると

２つある。①コロナ禍における学習のうち人と接触せず自

宅等でできるもの。たとえば，本，DVD，ネット配信動画。

②もう一つは密の状況を避け感染に留意するというリスク

管理をしての対面の講演，研修会等で学習するもの。これ

らの①と②は生涯学習のきっかけ，継続のためにどちらも

必要なものであるといえよう。

（表１）まず，①の人と接することなく自宅等でできるも

のは，表１で示している通り，コロナ感染等の心配がなく，

いつでもどこでも自分の好きなところで少ないコストで行

えることが利点である。自分のペースで行うことができ，

煩わしい関係やファーストコンタクトの緊張等も少ない。

②の対面のものは直接，今ここでというライブ感，わかり

やさや参加者同士で必要に応じてリアルな交流ができる。

また，場所についてはすべてすでにある所を活用できるの

で，経験やハードの部分の状況は整っている。

①と②はどちらも上記のような長所もあるが短所もあ

る。①の形は，リアルな関わりもオンライン上が多く，実

践がしにくい（ワークはオンライン上でも十分できるが）。

②の形は感染対策や予防の意識を共有することが難しく，

コストがかかりまた，それぞれの温度差，感染の地域差，

状況（本人，地域の）により人数が左右されるというマイ

ナス面がある。

すでに実践している人とこのコロナ禍で始める人によっ
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ても使い勝手の差があるだろうし，また年齢層，ICT のス

キルによっても大きく分かれる部分でもある。

実際にコロナ禍になってから多くの講座や講義がオンラ

インに移行し，時期をずらしてまた，人数の縮小，場所の

変更（対面からオンラインも含む）として中止を避けて実

施されてきた。この対応によって，私たちの学習，活動の

機会は，個人で学ぶ，活動する機会が増加した。コロナ禍

の初期には，中止や延期になった講座，講演が殆どだった

が，少しずつ①のＩＣＴを活用した学習の活用，に舵を切っ

た。学習をする私たちにとっては，ステイホームの時の他

者とのかかわりや日常活動の実感をもたらした。徐々に選

べるコンテンツ等も増えていった。

ただ，この学習の主催者側からすると，大きな負担であっ

ただろうと推測する。また，第３波の緊急事態宣言（2021

年１月７日）までの間には感染予防対策を厳重にして，三

密対策を行ったうえでの対面の講座もあった。ポストコロ

ナの時代では両者をバランスよく取り入れて生涯学習を進

めていくのだろうと思う。

講座や活動の種類，レベルや内容に合わせて，たとえば

資格やスキル，知識を身に付けるような内容の講座（知識

を習得するもの）はオンライン型で繰り返し学習や定着が

できるようにして，一方で新しい知識や経験，生涯学習者

の実践などは，会場型，フィールドでというように種類に

合わせて実践するなど，生涯学習の主催者は提供時に工夫

をしてもよいのだろう。コロナ後は両者の受講の形を準備

して，参加者が選べるようにするなど展開ができると考え

る。

出席者の年代層やスキル，背景によってもよい塩梅での

学習を提供するというきめ細やかな対応が必要で，またそ

うなっていくであろう。最近，大学の授業ではハイブリッ

ド型の授業にシフトしており，生涯学習においてもハイブ

リッド型の長所を生かす形でも展開していくことになるだ

ろう。（特に大学等での講座については）例えば，同じ日時

に講座を行うが，現地で講座をそして自宅からオンデマン

ド配信で講座に参加できる，というように両者を活用する

方法や今日はＡグループが現地実践，Ｂグループがオンラ

イン受講でＡＢともその後に話し合い，共有をするという

ことも可能になる。（倍の学習者と内容を展開できる）オン

ラインを使うことでコストや参加者の募集エリアの制限が

少なくなり，環境さえ整ってしまえばターゲットの拡大，

生涯学習者から見れば，仲間の増加が見込まれる。

ただ，大学の授業でもそうであったが，やはりＦａｃｅ 

to Ｆａｃｅのありがたさ，リアルの実感は活動の継続には

欠かせず，また問題解決等の実践にはフィールドでのかか

わりは不可欠である。この，コロナ禍において，私たちの

生活の意味やステイホームでの生き方を突き詰めたところ

で，新たな生涯学習とのかかわりの扉が開かれたことは間

違いない。この状況下での生涯学習の関わるべき新たな問

題や学習を止めず，学習を始めた学習者がずっと学び続け

られるような工夫等今後もより学習しやすい機会と環境の

整備をしなければならない。

生涯学習のみならず，デジタルデバイドに対する配慮が

表１　コロナ禍の生涯学習比較
①人と接触しない学習方法 ②対面の学習方法

例 本，video，DVD，配信動画 講演，講座，フィールドワーク

社会資源 本，video，DVD，配信動画など 講座，フィールド，仲間（他者）

場所 自宅等各々の時間場所で 指定の場所，時間等

利点 好きな時に始められる（できる） 他者から情報がその場でもらえる

コストがかからない 参加者同士のリアルなやり取り

コロナを気にせずできる これまでの経験での実施ができる

合わせる必要がない（時間や場所） 意思疎通が容易

pc，ネット環境等があればすぐ始められる その場ですぐできる

近くの人でなくてもつながることができる 参加者または講師とのかかわりがリアルに持てる

たくさんの人ともつながることができる いま―ここのリアルな場

問題点や課題 その人のＩＴスキルによって左右される 大きい集まりは感染の危険性

ＩＣＴ環境によって左右される 三密になりやすい

ハード面の設定が必要 対策，予防のコストがかかる

実践の場や経験が少ない 参加者への対策の徹底
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コロナ禍中においては一番のポイントなのかも知れない。

４．ポストコロナの生涯学習
主催者は参加者にむけ，そのニーズを把握し，オンライ

ン等を活用した形の講座とこれまでのような形の講座を準

備して学習者のニーズ，状況等に合わせたものを提示する

ことが生涯学習の継続には必要不可欠だ。また，生涯学習

の講座等も魅力的な課題，教材，講演の内容を細かく提供

することが今後より一層重要になってくる。だが，単に知

識や技術の習得のみの学習がふえ，地域実践等の場が少な

くなったり，その地域実践等のフィードバックが見えない

状況に陥らないような配慮も必要かと思う。特にここで学

習している人たちをつなげることを意識的にオンラインで

も対面でも企画することが仲間を増やすコツ，やりがいの

実感が持てるコツであると考える（かえって実践のフィー

ドバック等はオンライン型が出てきたことで記録として残

しやすく広報としての効果，活用が得られるような気がす

る）。ポストコロナの時代では，平常時からとそういった感

染症や未曽有の自体が起きた時でも学習活動を止めない工

夫を取り入れ，今回のコロナ禍での経験をいかして，そこ

での課題に対応し，学びを続けられる環境づくりを意識す

ることが必要だといえよう。

特にハードが整っている機関においては，そのハードを

有効活用し，学習者の活動の機会を増やすことが望まれる。

ＩＣＴのハード，対面での場所というハード，両側面にお

いて，こういう時だからこその経験に即した展開が望まれ

る。例えば，大人から子供までこれまで生涯学習の対象と

してあまり多くなかった層もこのステイホームの時期であ

れば，学ぶ意欲を持っているし，その時間や気持ちがある

ことを意識して，積極的な広報等をするアウトリーチ，生

涯学習の初心者や継続者といった学びのキャリアが様々な

状態でも対応できる細やかな講座とサポートなどの選べる

学習の展開，学ぶ人たちの必要に応じたゴール設定などが

望まれる。また今回得た学習のための感染予防や意識，対

策等のスキルや積み重ね等も継続的に活用，貸与等をして

いくことが必要だ（学習者や企画をしている機関のかわり

に発信する，提供するというようなこともその一部である

と言えよう）。

コロナ禍においての生涯学習はＩＣＴの導入が急速に進

んだことによりいつでもだれでも必要に応じて学べる環境

のベースが生まれて来たというところでは今後の学習の広

がりが出てきた。例えば同じ学びを日本でも海外でも同じ

ように受講できる。講師がもしくは学習者がその場にいな

くても活動をすることができ，またオンタイムで話し合い

等ができる。ただ，多くのプログラムが乱立したことで，

自分の希望する物にたどり着けない可能性もある。これら

の交通整理等は各々の学習者だけでなく，生涯学習を提供

する側やプラットフォームの部分の整理整頓，見えやすさ，

扱いやすさの工夫が今後求められる。

加えてリアルの繋がりをオンラインの繋がりと連動さ

せ，重ねていき，現，コロナ禍でできていない対面（リア

ル）での交流等も再開させ，生涯学習の継続と新規学習者

のすそ野が広がるための支援を続けていくことが大切であ

る。

オンラインを通した活動もまた，オフラインのリアルな

かかわりもどちらも必要で，またそれが今後の実践をひろ

げることとなる。

その割合の差こそあれど学習はつづけることが可能で対

面だけでなく人と人とのかかわり，つながりはできるとい

うことがこのコロナ禍でもわかったのだ。

そして今後ポストコロナ以降，学習の機会と方法が増え

ることで私たちの学びは，どんな年代層の学習者でもいつ

でもどこでも継続して学べる，ほかの学習者等とつながる

環境を手に入れることができるだろう。
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